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１．はじめに 

   長島水門は，北上川と支流の荒川の合流地点に

位置する．施工前に荒川を切り回し，3 方向を河川

に囲まれた状況で施工した．施工ヤードの外周は

盛土で締切り，床付掘削外周は鋼矢板で仮締切を

しているものの，地下水位が施工基面に近く，透

水性の高い砂礫層であるため，仮締切内に絶えず

水が供給された．床掘掘削は地下水を制御しなけ

れば施工できないため，現地土質調査を踏まえた

対策を検討し，地下水位を調整しながら施工した． 
本書は，周辺河川の水位の影響を強く受ける厳

しい施工条件下で，地下水位を制御して構造物を

築造した施工事例について報告するものである． 
２．施工条件 

本工事は，岩手県南部に位置す

る一関遊水地のうち，第 2 遊水地

の長島水門を築造するものである．

長島水門は，幅 14m，高さ 14.6m
の横転式ローラーゲートを 2 門有

する構造である．堰柱の最大壁厚

は6.0m，最大高さは18.5mであり，

翼壁を含めると幅 82.4m，長さ

104m である．水門の底版厚は最大

で 4.0m であり，底版掘削時の安全

性を確保するために，幅 120m，長

さ 100m の外周を鋼矢板（Ⅲ型・Ⅳ

型，L＝9.0～13.0m）により仮締切

りした上で施工している． 
 本工事の施工ヤードと周辺河川

との離隔は 30～120m であり，施工

ヤードの地下水位は平常時で床付

け高さよりの高い TP+13.5m 程度

である（図-1，図-2）． 
３． 施工中の調査 

 構造物外周の仮締切矢板は，矢

板先端を密な砂混じり砂礫層（当

初の透水係数：5×10-5cm/s 相当と

推定）に貫入させている．  
キーワード：水門工事，地下水低下対策，ディープウェル工法 
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図-2 床掘深さと地下水位の関係 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※測点の位置は図-1による

図-3 地下水位と河川水位の測定結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 長島水門平面図 
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しかし，仮締切内の地下水位の挙動は周辺河川と連動し

ていており，荒川水路とほぼ同じ水位を観測した（図-3）．

融雪期には，最大で 1 時間あたり 1.5m の上昇速度で北上

川の水位が通常期よりも 5m 程度上昇し，外周堤防の越水

はなかったものの，地下水位が上昇したため施工ヤード全

体が冠水した（写真-1）．これは，締切矢板先端から地下

水が流入しているものと推察された． 
このことから，当初難透水層と想定された締切矢板先端

部の折居層が，実際には透水性の高い地層であるとの推測

に至った．そこで，単孔を利用した現地透水試験を実施し，

折居層の透水係数が 8.6×10-3cm/s 程度（砂利混じりの砂に

該当）であることを確認した．そこで，床付掘削前に施工

中の安全を確保するための対策を検討した． 
４．対策工の検討内容 
(1)床付掘削中の対策工の検討 

 地下水対策工は，現地条件やコストを勘案し

てディープウェル工法を採用した．仮締切内の

地下水の流入量は，フォルヒハイマーの式より

算出 1)した．また，ディープウェル 1 本あたり

の集水量はシーハルトの式より算出 2)し，必要

なディープウェルの設置本数を決定した． 
(2)締切矢板引抜き後の対策工の検討 

 締切矢板引抜き後は，場内を冠水させないた

めに，地下水位を1m程度下げる必要があった． 
そこで，ディープウェルを全て停止し，復水試

験を実施した．荒川の水位は，平常時で上流側

と下流側に 40cm 程度の高低差があった．復水

試験結果は，これと連動するように上流側で 20cm の冠水，下流側で底版より 20cm 程度低い位置で地下水を

確認した（上下流で地下水位の高低差 40cm）． 
このことを踏まえ，矢板引抜き後は上流側のディープウェルの稼働を計画した．なお，河川水位 50cm 毎に

締切堤防内への地下水流量を Dupuit の仮定に基づき算出 3)し，周辺河川の水位に応じた必要台数を決定した． 
５．対策工の施工結果 

 床掘掘削以降は，図-4に示すようにディープウェルを配置し，地下水を低下させて施工した． 
 図-3 に示す水位測定結果からわかるように，ディープウェル稼働後の地下水位は床掘掘削高さよりも低く

維持でき，ドライワークが可能となった．本工事の地質は砂主体の砂礫層であったため，地下水が付着した状

態では流砂現象を起こしていたが，地下水を排除することでこの現象も防ぐことができた．  
 矢板引抜き後は，施工中に河川水位を観測しながらディープウェルの稼働台数を調整し，広範囲にわたって

地下水位を低下できていることから，その効果は非常に大きかったといえる．  
６．おわりに 

 本工事では，透水性の高い土質を有する河川内工事において，ディープウェル工法が広範囲に効果的に機能

することを確認できた．また，3 方向が河川に囲まれた特殊の状況下でも，河川水位に応じてディープウェル

を稼働させることで，安全かつ経済的に対策を講じることができた． 
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(a)配置平面図 
 

                 (b)構造断面図 
 

図-4 ディープウェル配置図 

水門本体仮締切矢板

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真-1 河川水位上昇に伴う場内冠水状況 

地下水の湧出状況
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